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校庭には，元気な子供たちの「がんばれ！！」と大きな声援が響いています。いよいよ運動会

が近付いてきました。日中は，清々しい秋の風が心地よく，練習もスムーズに進んでいます。と

は言え，朝晩は冷え込んでいますので，ご家庭での体調管理をお願いします。 

 先日，安心メールで運動会の留意事項をお知らせしていますので，必ず確認してください。 

１ 期 日  令和５年 11月５日（日） 雨天順延 

２ 時 間  開会式８:40 閉会式 11:50 12:00終了予定 

       前半（１，４，５年生）～10:15頃～後半（２，３，６年生）～紅白リレー 

※ 留意事項 

 ・ 保護者の来校時刻は，８時以降です。時間前に来校することがないようにしてください。 

 ・ 昨年度のような来校証や受付はありません。後半の学年の保護者の方も前半から応援に来

られてもかまいませんが，出場学年の保護者が観戦できるよう譲り合ってください。 

 ・ 基本的な感染対策は継続します。体調が優れない場合は来校をお控えください。 

 ・ 路上駐車や近隣の商業施設への駐車等，周辺住民の方の迷惑となるような行為は絶対にお

やめください。 

 

 

20日（金）に，劇団げたんはを招いて「ふれ

てみよう！かごしま弁講座」が行われました。

表題のような鹿児島弁について，劇や昔話を通

して学びました。普段耳馴染みがないからか，

やや難しそうでしたが，だからこそ鹿児島の文

化を絶やさぬように大切にしていきたいもの

です。 

 

 

 

11月の主な行事予定 23 木 （祝）勤労感謝の日 

１ 水 「かごしまの教育」県民週間(７日まで) 24 金 租税教室（６年） 

１ 水 運動会会場設営 28 火 国際理解学習（１，２年） 

３ 木 （祝）文化の日 29 水 不審者防犯訓練 

５ 日 秋季運動会（午前開催） 12月の主な行事予定 

６ 月 振替週休日 １ 金 市音楽発表会（４年生１クラス） 

７ 火 さわやか週間 ７ 木 学校運営協議会／学校開放委員会 

８ 水 市陸上記録会（６年のみ） 
８ 金 

学校保健委員会（給食試食会） 

９ 木 
宇宿クリーン活動（１，３，５年） 学級ＰＴＡ 

自由参観（10日まで） ９ 土 土曜授業・５年親子ふれあい活動 

10 金 教育講演会（家庭教育学級） 19 火 薬物乱用防止教室（６年） 

11 土 土曜授業・ＰＴＡ愛校作業 22 金 終業式 

21 火 人権教室 25 月 鹿児島県合奏祭（吹奏楽出場） 

22 水 人権教室／史跡巡り（６年） 28 木 仕事納め 

※ 児童クラブからのお知らせ 

   令和６年度の募集が始まります。詳しくは，宇宿児童クラブ（264-5584）へお問い合わ

せください。 
 

勝って驕らず 負けて清々しく！                               

 これは将棋界のスターとなった藤井聡太さんの幼少期のエピソードです。ちなみに，藤井さんよ

りも前に将棋界に君臨した羽生善治さんは，小学生の時に将棋で勝てなかった友達が転校してしま

い，寂しそうにしていた姿を見かねた母が，近くの将棋クラブに連れて行ってあげたのがきっかけ

だったそうです。子供の頃にありがちな，ちょっとした出来事ですが，興味をひかれるのはどちらも

様々な経験の中から将棋にこだわりを持ち始めて高みを目指し始めたこと，そしてそれを温かく支

援した人たちがいたことです。藤井さんみたいに頂点に立てる人はたった一人ですが，たとえそう

ならなくても勝つためにはどうあるべきかの試行錯誤を繰り返し，きっと将棋道を極めようと努力

していたに違いありません。 

 本校の子供たちもそれぞれに夢があり，その実現に向けて努力を始めている子も数多くいること

と思います。どんな夢でも，それが社会的に認められることであれば応援してあげましょう。勝敗や

成否だけで評価せず，たとえうまくいかないとしても，その壁を乗り越えるにはどうしたらいいか

を一緒に考えてあげるようにしましょう。それが多くの成功や失敗を経験してきた大人の努めなの

ではないでしょうか。 

 11月５日（日）は運動会を実施します。大勢の観衆の前で 

競技や演技をする経験は貴重なものです。結果ではなく１位 

を目指して汗を流す子供たちの姿をご覧ください。勝って驕 

らず，負けて清々しく，結果を素直に受け入れ，また次の目 

標に向け歩み出す子供たちを温かく応援してあげてください。 

 大会スローガン 

 心を燃やせ 努力の数だけ輝ける 自分を信じて 突き進め 

  

将棋のきっかけを与えたのは祖父母だった。祖母が５歳の孫に将棋セットを買い与え対戦し

たところ，すぐ祖母には勝利した。ところが祖父にはなかなか勝てず，ようやく勝利した時

にとても大喜びし，そして将棋にのめり込んでいった。 



 


